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王寺町地域振興券
利用期間は 12/31 まで
王寺町地域振興券の利用期間は令和

２年12月 31日㈭までです。

取扱店舗によっては年内最終営業日
が期限となります。

※利用期間を過ぎた場合は無効とな
ります。ご注意ください。

もう使い切りましたか？

利用可能店舗等、詳
しくは町公式サイト
で確認できます。



まちのお知らせ

OJI INFORMATION

問三室休日応急診療所
（☎0745-74-4100 ／斑鳩町稲葉車瀬2-5-18）

೥຤೥࢝ͷ͓஌Βͤ
਍ྍॴٸ೔Ԡٳࣨࡾ

　年末年始（12/30 ～ 1/3）は、朝の受付時間を午
前８時30分～に変更します（12/27 は平常診療）。
昼・夜は、平常診療と同様です。

問住民課（内線104）

ਃ੥ɾަ෇ͷ࣌間֎ड෇
ϚΠφϯόʔΧʔυ

下記の日程で受付を行います。申請・交付に際し
て必要書類がありますので、事前に下記に問合せく
ださい。※必ずご本人が来庁してください。

05

⾣ਃ੥ઌɿ児童生徒が在学する学校または学校教育課
⾣ਃ੥期ݶɿ令和３年２月26日㈮※消印有効
●郵送可（〒 636-0002 王寺町王寺 2-1-18 王寺
町教育委員会事務局 学校教育課宛）

➊೔ड෇ɿٳ⾣ 1/9 ㈯／➋ 1/24 ㈰
　　　　　　　　　　　※どちらも 9:00 ～ 15:00
⾣ฏ೔࣌間֎ड෇ɿ毎週月・水・金曜 19:00 まで
⾣৔ॴɿ役場１階 住民課役場１階 住民課

平日役場開庁時間内は
随時受付

⾣ฏৗ਍ྍɿ
朝（内科・小児科・歯科）…9:30 ～ 11:30
昼（内科・小児科・歯科）…12:30 ～ 16:30
夜（内科・小児科）…17:30 ～ 20:30

※すでに令和２年度就学援助費を受給されている人は、今回
の申請の対象となりません。

बֶԉॿ੍౓ʹͭいͯ
อऀޢͷօ͞Μ΁

৽ܕίϩφͷ࠷৽৘ใ
ެࣜαΠτ΍ -*/&でऔಘ02

　感染リスクが高まる「５つの場面」や、「換気の悪
い密閉空間」を改善するための換気の方法などの国
から発信される情報や、個人・事業者への支援策、
感染予防対策の最新情報を、町公式サイトや LINE な
どでお知らせしています。日々、情報が更新される
新型コロナに係る情報の入手先として活用してくだ
さい。

問政策推進課（内線 207）

町ެࣜ -*/&町ެࣜαΠτ

　町内において「振り込め詐欺」の事例が多数報告さ
れています。テレビや新聞で報道されるたびに「なん
でこんな詐欺にひっかかってしまうのか」と考える人
も多いと思います。しかし、振り込め詐欺は息子や孫
を装ってお金を請求するだけでなく、メール等による
架空請求や、株や債券等の融資を利用したものなど、
巧妙な手口が取られています。
　特に「振り込め詐欺」の多くは高齢者宅を狙い、固
定電話に電話をかけ、巧妙に高齢者を騙して現金を奪
います。

⾣ਃࠐ期間ɿ令和3年3月31日㈬まで
⾣ืू݅਺ɿ100件程度（申し込み順、予算額に達し次
第終了）

⾣ର৅ɿ➊～➍のすべてに当てはまる人
　➊町在住の65歳以上の人
　➋町税を滞納していない人
　➌暴力団等に該当しない人
　➍令和2年 11月 1日以降に購入した人
⾣ॿ੒ɿ一律5,000 円（5,000 円未満の場合は対象外）

●申請用紙（様式第１号）・承諾書（様式第２号）
※危機管理室で配布（平日8:30 ～ 17:15） するほか、
町公式サイトでダウンロードできます。

　（サイトトップ→各課案内→総務部→危機管理室→防
犯・交通安全） 

●購入予定機器の防犯機能が記載されているカタログ
等の写し

●購入予定機器の購入や設置に要する費用が確認でき
る見積書等

●その他、申請するうえで必要な書類

　電話に出ることによって騙されてしまう振り込め詐
欺。こうした被害を未然に防止し、不愉快な電話をブ
ロックするには、迷惑電話防止機能がついた防犯電話
が効果的です。そのため、西和地区防犯協議会では、
下記のとおり「防犯電話購入助成事業」を行っています。

●助成対象となる防犯電話とは、下記のいずれかの機
能がある電話機です（購入の際はご注意ください）。

ਃ੥͢Δࡍͷ஫ҙ఺

・着信時に警告音声を発し、通話中に自動録音する機能
・迷惑電話を判別して着信拒否または警告表示する機能
・非通知着信に対しては着信音を鳴らさない機能
・音声アナウンスにより注意喚起を行う機能

●助成金額は 1世帯 1台限り。購入費と設置に要する
費用のみの助成で、附随するサービスの加入や利用
に要する費用等は除きます。

੢࿨地۠๷൜ٞڠձɾಸྑݝ੢࿨࡯ܯॺɾ王寺町໾৔

ਃ੥ͷྲྀΕ
➊危機管理室窓口に見積書・カタログの写し等を添付
した申請書（様式第１号）、承諾書（様式第２号）を
提出する。

➋助成対象者が町税を滞納していないか、暴力団等に
該当していないか等の審査をして、交付の可否を電
話で通知します。

➌通知後に、防犯電話を購入してください。危機管理
室に領収書等を添付した請求書（様式第３号）を提
出すれば、指定した口座に助成金が振り込まれます。

1݄かΒٳ೔։ி೔͕
݄̎ճʹ૿͑ま͢

04)*/ 23 04)*/

04

๷൜ి࿩ͷߪೖඅ用Λิॿしま͢
町಺でʮ振りࠐΊٗ࠮ʯͷ͕ྫࣄଟൃ ��

問危機管理室（内線245）

0103

　就学援助制度は、経済的な理由によって就学が困難
な児童生徒の保護者に対して、就学に必要な費用の一
部を援助する制度です。
　新型コロナウイルス感染症の影響等で、失業・廃業・
収入の減少などにより家計が急変し、経済的に生活が
困窮され、就学が困難な児童生徒の保護者が就学援助
費受給申請をされた際は、特別な事情として年度途中
でも審査します。

問学校教育課（☎72-1031）

݄̍ͷ࣌間֎ɾٳ೔։ி

ड਍͢Δࡍͷ͓ئい
➊発熱および風邪症状の人は、院内に入らず事前に
電話をするかホームページを確認してください。

➋複数の医療機関を受診することにより感染を拡大
した例があります。複数の医療機関を受診するこ
とはお控えください。

➌受診する際にはマスクを着用するほか、手洗いや
咳エチケットの徹底をお願いします。

三室休日応急診療所ホームページ→

ೖΛิॿしま͢ߪՌతͳ๷൜ి࿩ͷޮʹࢭ๷ٗ࠮

ॿ੒खଓ͖ʹඞཁͳもͷ



問保健センター（☎33-5000／8:30～17:15／日祝を除く）

ϩλ΢Πϧεɾ̗ܕ؊Ԍɾ͓た;͘かͥϫΫνϯ
઀छඅ用Λॿ੒しま͢

お子さんの健康を守り、保護者の育児を支援するために、接種費用の一部助成を行います。
任意接種であり義務ではありません。

ϩλ΢ΠϧεϫΫνϯ ԌϫΫνϯ؊ܕ# ͓た;͘かͥϫΫνϯ

ॿ੒ର৅
೥ྸ

生後 6週から 32週まで
（令和２年７月 31 日以前生ま
れに限る）

小学校入学前までの乳幼児
（平成 28 年 3 月 31 日以前生
まれに限る）

１歳から
小学校入学前までの幼児

ॿ੒ֹۚ
費用の 1/2

（１回 7,000 円上限）
費用の 1/2

（１回 3,000 円上限）
費用の 1/2

（１回 3,000 円上限）

ॿ੒ճ਺ ３回まで ３回まで ２回まで

Ұൠతͳ
઀छ೥ྸͱ
ճ਺

ੜޙ 2か݄Ҏ্で઀छ
※ 1回目は必ず生後３か月半
までに接種してください。
※ワクチンの種類によって 2
回または 3回接種

ੜޙ 2か݄Ҏ্で 3ճ઀छ
※2回目は1回目から4週後、
３回目は２回目から 4～ 5か
月後に接種

ੜࡀ̍ޙҎ্で̎ճ઀छ

઀छ৔ॴ 実施医療機関ならどこでも接種できます

ॿ੒ͷର৅೥ྸɺֹۚ౳

▶Ｂ型肝炎ワクチンは、平成 28 年 10 月１日
から定期接種になっています。

▶健康被害が生じた場合は、独立行政法人医薬
品医療機器総合機構法に基づく救済となりま
す。

઀छͷํ๏ ਃ੥ʹඞཁͳもͷ

ͦͷଞ

➊接種前に「同意書」を記入してください。
→同意書は保健センターにあります。（町公式サイトからもダウ
ンロード可）

➋接種時には「同意書」を医療機関に見せて、王寺町の助成を
受けることを伝えてください。接種費用は、一旦全額を支払っ
てください。

➌接種後̏か݄Ҏ಺に町保健センターに申請にお越しください。
※ロタウイルスと B型肝炎は、全ての接種を済ませてから１枚
の申請書で申請してください。

➊同意書
➋医療機関で発行した領収書（被接種者の氏名、
　接種日、ワクチン名が記載されたもの）
➌通帳　➍印鑑（シャチハタ不可）
➎請求書（保健センター窓口か、町公式サイト
でダウンロード可）　❻母子手帳

まちのお知らせ

かわら版おうじ
฻ら ͠ ʹ ໾ ཱ ͭ 情 報 を お 届 け
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大
和
川
の
水
質
汚お

だ
く濁

の
要
因
は
、
約

７
割
が
生
活
排
水
で
す
。
そ
こ
で
、
洗

剤
無
し
で
食
器
が
ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
、

川
に
も
手
に
も
優
し
い
ア
ク
リ
ル
タ
ワ

シ
の
編
み
方
や
、
家
庭
で
で
き
る
、
川

を
汚
さ
な
い
ひ
と
工
夫
を
楽
し
く
学
び

ま
す
。
参
加
者
に
は
エ
コ
グ
ッ
ズ
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
。

▼
と
きŋ

と
こ
ろ

１
月
28
日
㈭
13
時
30

分
〜
15
時
30
分
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

リ
ー
ベ
ル
ル
ー
ム

▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）

▼
費
用　

無
料

※
作
製
し
た
ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ
や
材
料
は

持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
電
子

申
請
も
し
く
は
、
❶
代
表
者
の
住
所
・

➋
氏
名
・
➌
電
話
番
号
・
➍
参
加
人
数

を
明
記
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
４
２
・
27
・

６
３
９
５
）。

問
奈
良
県
水
資
源
政
策
課

　
（
☎
０
７
４
２
・
27
・
８
４
８
９
）

　
　
子
ど
も
た
ち
に
理
科
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
団
体
「
科
学
工
作
・
実
験
グ
ル
ー

プ
Ｇ
」が
、集
積
回
路
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ

た
作
品
を
製
作
す
る
９
講
座
を
開
催
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

２
月
11
日
㈭
㈷
10
時

〜
14
時
／
や
わ
ら
ぎ
会
館
３
階
研
修

室
他

▼
対
象　

町
在
住
の
小
１
〜
中
３

▼
費
用　

無
料

▼
講
座　

➊
ソ
ー
ラ
ー
オ
ル
ゴ
ー
ル
／
➋

ス
ー
パ
ー
イ
ラ
イ
ラ
棒
／
➌
ラ
ブ
ラ
ブ

セ
ン
サ
ー
／
➍
ス
カ
イ
ピ
ン
ポ
ン
／
➎

Ｃ
Ｄ
‐
Ｕ
Ｆ
Ｏ
／
❻
マ
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
／
❼
分
光
万
華
鏡
／
❽
三
角
万
華
鏡

　
➒
浮ふ
ち
ん
し
沈
子

※
各
講
座
の
持
ち
物
、
時
間
帯
等
は
町
公

式
サ
イ
ト
も
し
く
は
町
内
小
中
学
校
に

配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
定
員　

各
講
座
10
人
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
み　

往
復
は
が
き
に
、
➊
名
前
・

➋
学
校
名
・
➌
学
年
・
➍
住
所
・
➎
電

話
番
号
・
❻
希
望
す
る
講
座
名
・
❼
希

望
す
る
時
間
（
町
公
式
サ
イ
ト
・
配
布

チ
ラ
シ
参
照
）を
記
入
し
、「
科
学
工
作・

実
験
グ
ル
ー
プ
Ｇ
」
代
表
の
左
記
住
所

ま
で
（
１
月
20
日
㈬
必
着
）

▼
後
援　

王
寺
町
教
育
委
員
会

問
萩
原
吾
郎
（
〒
６
３
６・
０
２
０
２　

磯
城
郡
川
西
町
結
崎
４
９
４
・
26
／
☎

０
９
０・６
６
６
５・５
２
２
８
）

　
　

運
動
の
機
会
が
減
っ
た
人
を
対
象

に
、
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
椅
子
に
座
っ
て
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
中
心
で
、
ボ
ー
ル
や
踏
み
台
、
タ
オ

ル
な
ど
も
使
っ
た
楽
し
い
運
動
で
す
。　

　
　
お
互
い
の
距
離
を
確
保
し
、
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

65
歳
以
上
の
町
在
住
の
人

▼
講
師　

川
端
二
三
子
氏

▼
と
き
（
い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時
）

❶
1
月
18
日
㈪　
➋
１
月
25
日
㈪

※
➊
・
➋
の
ど
ち
ら
か
１
回
の
申
込
み
に

な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

や
わ
ら
ぎ
会
館
４
階
多
目

的
ホ
ー
ル
（
王
寺
２
丁
目
）

▼
持
ち
物　

運
動
し
や
す
い
服
、運
動
靴
、

水
分
補
給
用
の
飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル
、
マ
ス
ク
の
着
用

▼
定
員　

各
日
15
人
（
先
着
順
）

▼
費
用　

無
料

▼
申
込
み　

12
月
22
日
㈫
よ
り
、
土
日
と

年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

を
除
く
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に
下
記

へ
申
込
み
（
電
話
申
込
可
）

問
福
祉
介
護
課
（
内
線
１
４
６
）

●
外
出
の
機
会
が
減
り
体
力
が
衰
え
た
と

感
じ
る
人
向
け
の
教
室

▼
と
き　

➊
１
月
６
日
㈬
・
➋
20
日
㈬
い

ず
れ
も
14
時
〜
15
時

●
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
体
操
教
室

▼
と
き　

➌
１
月
27
日
㈬
14
時
〜
15
時

　
―
―
➊
〜
➌
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
回

ま
で
申
込
み
で
き
ま
す
。

▼
対
象

65
歳
以
上
の
町
在
住
の
人

▼
と
こ
ろ　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
て

ん
と
う
虫
」
内
、
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

（
畠
田
８
丁
目
）

※
駐
車
場
は
用
意
で
き
ま
せ
ん
。
各
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
奈
良
交
通

「
畠
田
南
」バ
ス
停
よ
り
徒
歩
約
３
分
）。

▼
持
ち
物　
運
動
し
や
す
い
服
、
上
履
き

用
の
運
動
靴
、水
分
補
給
用
の
飲
み
物
、

マ
ス
ク
の
着
用

▼
費
用　
無
料

▼
定
員　
各
日
15
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
み

12
月
22
日
㈫
よ
り
、
土
日
と

年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

を
除
く
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に
左
記

へ
申
込
み
（
電
話
申
込
可
）

問
福
祉
介
護
課
（
内
線
１
４
５
）

催
し
・
講
座

「
や
わ
ら
ぎ
踏
み
サ
サ
イ
ズ
」
教
室

「
い
つ
で
も
ス
マ
イ
ル
JO
て
ん
と
う
虫
」

介
護
予
防
教
室

06
ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ
作
製
講
座

Fݹ౎ͳΒ

サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
ブ
イ
ン
王
寺

町ެࣜ
αΠτ
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⾣王寺町໾৔（73-2001）

⾣ਫಓ෦ （73-2568）
⾣地域ަྲྀηϯλʔ（33-3000）
⾣ਤॻؗ（73-3398）

⾣อ݈ηϯλʔ（33-5000）
⾣王寺ΞϦʔφ（72-1033）
（1031-72）ہ຿ࣄҭҕһձڭ⾣

⾣΍ΘΒ͗ձؗ（31-5555）
⾣いͣΈεΫΤΞ（72-1800）
⾣จԽ෱ࢱηϯλʔ（32-5201）

町ͷہ֎ࢢ൪：0745

��

の
手
順
で
ガ
ス
を
抜
い
て
、
決
ま
っ
た

収
集
日
に
適
切
に
廃
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
ス
プ
レ
ー
缶
の
捨
て
方

➊
風
通
し
が
よ
く
周
囲
に
火
の
気
が
な
い

こ
と
を
確
認
。

➋
ス
プ
レ
ー
缶
内
に
残
っ
て
い
る
ガ
ス
を

す
べ
て
排
出
す
る
。

➌
ガ
ス
を
完
全
に
出
し
き
る
た
め
に
缶
に

穴
を
あ
け
る
。

➍
ス
プ
レ
ー
缶
の
み
を
袋
に
入
れ
、
ス
プ

レ
ー
缶
と
明
記
し
て
「
空
き
カ
ン
類
」

の
収
集
日
に
出
す
。

　
　
正
し
い
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
を

守
っ
て
、
分
別
・
ご
み
減
量
化
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
清
掃
事
務
所

　
（
☎
73
・
２
５
１
８
）

　
　

令
和
３
年
度
の
学
校
給
食
用
物
資
納

入
業
者
登
録
申
請
を
、
左
記
の
と
お
り

受
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間
・
場
所　

土
日
を
除
く
１
月

12
日
㈫
〜
22
日
㈮
８
時
30
分
〜
17
時
／

小
学
校
給
食
共
同
調
理
場
（
本
町
２
丁

目
６
・
16
）

▼
申
請
書　

１
月
５
日
㈫
〜
12
日
㈫
の
期

間
、
小
学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
配
布

し
ま
す
。（
土
日
祝
を
除
く
８
時
30
分

〜
17
時
）

問
学
校
給
食
運
営
委
員
会
事
務
局
／
小

学
校
給
食
共
同
調
理
場
内

　
（
☎
72
・
１
５
７
２
）

　
　
葛
城
地
区
清
掃
事
務
組
合
の
日
帰
り

入
浴
施
設「
か
も
き
み
の
湯（
御
所
市
）」

は
、
大
規
模
修
繕
工
事
施
工
の
た
め
現

在
休
館
中
で
す
が
、
次
期
指
定
管
理
者

再
公
募
に
伴
い
休
館
期
間
を
延
長
し
ま

す
。

▼
休
館
期
間　
令
和
３
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

問
葛
城
地
区
清
掃
事
務
組
合

　
（
☎
66
・
２
７
０
０
）

　
　
年
末
年
始
は
診
療
所
等
が
休
診
と
な

る
た
め
、
医
療
機
関
の
受
診
が
難
し
く

な
り
ま
す
。　
　

　
　
救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る

人
が
迅
速
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
救

急
車
を
呼
ぼ
う
か
迷
っ
た
時
は
、
奈
良

県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
＃
７
１
１
９
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
員
が
電
話
で
応
急
手
当
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を

案
内
し
ま
す
。

※
小
児
に
つ
い
て
は
（
☎
♯
８
０
０
０
）

　
　
限
り
あ
る
救
急
車
を
、
迅
速
に
利
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

は
、
災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
情
報

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
西
和
消
防
署
救
急
課

　
（
☎
73
・
１
０
０
１
）

　
　
全
国
の
法
務
局
で
、
自
筆
証
書
遺
言

書（
遺
言
者
に
よ
っ
て
遺
言
書
の
本
文・

氏
名
・
日
付
の
す
べ
て
を
作
成
す
る
遺

言
書
）
を
保
管
す
る
制
度
が
利
用
で
き

ま
す
。

　
　
自
身
の
財
産
を
家
族
へ
確
実
に
託
す

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
制
度
を
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
制
度
の
特
徴

●
遺
言
書
の
原
本
を
法
務
局
が
預
か
る
の

で
、
遺
言
書
の
紛
失
・
亡
失
、
相
続
人

等
に
よ
る
遺
言
書
の
廃
棄
・
隠
ぺ
い
・

改
ざ
ん
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
相
続
開
始
後
、
相
続
人
等
は
遺
言
書
の

保
管
の
有
無
の
確
認
や
、内
容
の
閲
覧
、

証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
遺

言
書
の
存
在・内
容
を
把
握
で
き
ま
す
。

●
法
務
局
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
遺

言
書
は
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
が
不
要

に
な
り
ま
す
。

●
遺
言
書
の
保
管
の
申
請
に
は
、
１
通
に

つ
き
手
数
料
３
９
０
０
円
が
か
か
り
ま

す
。

問
奈
良
地
方
法
務
局
葛
城
支
局

　
（
☎
０
７
４
５
・
52
・
４
９
４
１
／
自

動
音
声
案
内
５
番
）

▼
制
度
に
関
す
る
こ
と
・
申
請
手
続
き
の

事
前
予
約　

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

王
寺
町
消
防
団
に
よ
る
年
末
夜
警

が
、
左
記
の
期
間
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
火
の
取
扱
い
に
注
意
し
て
、
火
災
の

な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

12
月
27
日
㈰
〜
30
日
㈬
の
毎
夜

21
時
〜
午
前
０
時

問
危
機
管
理
室
（
内
線
２
４
４
）

　
　

　
　
今
回
の
出
初
式
は
、
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
放
水
等
は
行
わ
ず
、
時
間
を

短
縮
し
て
開
催
し
ま
す
。
当
日
の
一
般

観
覧
も
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
と
き

１
月
９
日
㈯
11
時
〜　

問
危
機
管
理
室
（
内
線
２
４
４
）

▼
対
象　

町
在
住
の
40
歳
以
上
の
女
性

で
、
西
暦
偶・

・数
年・

生
ま
れ
の
人

▼
と
きŋ

と
こ
ろ

３
月
５
日
㈮
／
保
健

セ
ン
タ
ー（
り
ー
べ
る
王
寺
東
館
５
階
）

▼
定
員

40
人
（
先
着
順
）

※
申
込
み
日
や
方
法
な
ど
、
詳
細
は
２
月

５
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
・
５
０
０
０
）

　
　
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
子
育
て
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
心
療
内
科
等
で
治
療
中
の
人
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

町
在
住
で
、
子
育
て
等
の
不
安

が
強
い･

マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
や
産
後

う
つ
の
疑
い
が
あ
る
な
ど
の
妊
婦･

産

婦･

子
育
て
中
の
人
（
妊
娠
期
か
ら
概

ね
３
歳
６
か
月
児
健
診
終
了
ま
で
の
子

育
て
期
の
保
護
者
）

▼
と
きŋ

と
こ
ろ

１
月
15
日
㈮
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
／
保
健
セ
ン
タ
ー

（
り
ー
べ
る
王
寺
東
館
５
階
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み

１
月
14
日
㈭
ま
で
に
下
記
へ

申
込
み
（
電
話
申
込
可
／
日
祝
を
除
く

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
・
５
０
０
０
）

　
　
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
人
で
も
、
左
記
の
対
象
に
該
当
す
る

人
は
、
申
請
に
よ
っ
て
障
害
者
控
除
等

対
象
者
認
定
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
、
認
定

書
を
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
書
に
添

付
す
る
こ
と
で
、
所
得
控
除
（
税
の
軽

減
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
制
度
に

お
け
る
要
介
護
認
定
者
（
１
〜
５
）
ま

た
は
、
要
支
援
認
定
者
（
１・
２
）
の

人
の
う
ち
、
障
害
者
控
除
等
対
象
者
と

し
て
認
定
さ
れ
た
人

▼
申
請
方
法　

対
象
と
思
わ
れ
る
人
で
、

確
定
申
告
等
で
障
害
者
控
除
等
の
所
得

控
除
が
必
要
な
場
合
、
役
場
１
階
福
祉

介
護
課
の
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
障
害
者
控
除
等

対
象
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た
人
に
認
定

書
を
送
付
し
ま
す
。

※
判
定
は
令
和
２
年
12
月
31
日
現
在
ま
た

は
資
格
喪
失
日
現
在
の
介
護
認
定
状
況

で
行
い
ま
す
。

問
福
祉
介
護
課
（
内
線
１
３
４
）

　
　
町
内
で
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
檻

や
罠
に
よ
る
捕
獲
、
侵
入
路
へ
の
柵
設

置
な
ど
被
害
防
止
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
す
べ
て
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
を
防

ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

次
の
こ
と
に
ご
注
意
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

▼
イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
た
時

●
物
を
投
げ
た
り
、棒
で
追
い
払
っ
た
り
、

急
に
走
っ
た
り
す
る
と
、
驚
い
て
こ
ち

ら
に
向
か
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
立
ち
去
る
ま
で
静
か
に
待
つ
か
、

背
中
を
見
せ
ず
ゆ
っ
く
り
後
退
し
、
そ

の
場
を
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
イ
ノ
シ
シ
の
子
（
う
り
坊
）
を
見
か
け

て
も
、
か
わ
い
い
か
ら
と
近
づ
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。
近
く
に
母
イ
ノ
シ
シ
が

い
て
危
険
で
す
。

●
犬
な
ど
を
連
れ
て
い
る
と
、
敵
と
判
断

し
て
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
イ
ノ
シ
シ
を
呼
び
よ
せ
な
い
工
夫

●
イ
ノ
シ
シ
は
雑
食
で
す
。
生
ご
み
の
夜

間
放
置
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
放
置
は
イ

ノ
シ
シ
の
餌
付
け
行
為
に
な
り
ま
す
。

●
農
地
や
家
庭
菜
園
に
お
け
る
農
作
物
の

未
収
穫
や
放
置
等
は
、
イ
ノ
シ
シ
を
招

き
や
す
い
の
で
適
切
に
管
理
す
る
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
イ
ノ
シ
シ
の
食
べ
る
物
が
無
い
状
態
を

作
れ
ば
、
捕
獲
効
率
が
上
が
り
、
被
害

の
減
少
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
町
公
式
サ
イ
ト
に
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し

た
と
き
の
対
処
法
を
詳
し
く
掲
載
し
て

い
ま
す
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
（
内
線
１
０
６
）

　
　
ガ
ス
が
残
っ
た
ま
ま
の
ス
プ
レ
ー
缶

や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、
ご
み
収
集
時

の
火
災
発
生
の
原
因
と
な
り
大
変
危
険

で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
廃
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ス
プ
レ
ー
缶
を
捨
て
る
と
き
は
、
次

お
知
ら
せ

心
の
相
談
‐
子
育
て
中
の
あ
な
た
へ

子
育
て
・
健
康

あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
―
。

法
務
局
が
守
り
ま
す

か
も
き
み
の
湯
の
休
館
延
長

年
末
年
始
の
救
急
車

適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

【
税
控
除
】
障
害
者
控
除
等

対
象
者
に
認
定
書
を
交
付
し
ま
す

令
和
３
年
度
学
校
給
食
用

物
資
納
入
業
者
の
登
録

ಸྑ޿ݝ域
ফ๷૊߹

王
寺
町
消
防
出
初
式

乳
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）

イ
ノ
シ
シ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

町ެࣜ
αΠτ

ス
プ
レ
ー
缶
類
の
捨
て
方
に
ご
注
意

๏຿ল

町
消
防
団
に
よ
る
年
末
夜
警
実
施

地域の消防団が地域を警らします
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৺഑͝ͱ૬ஊ

日常生活のさまざまな悩み相談　▶第１・３週は人権相談、第２週は行政相談を併設
▶開設時間内のみ直通の電話相談可（☎31-1561） 住民課

（内線106）
1/12 ㈫ 13:00 ～ 15:00 役場１階 消費生活相談室

ҭ૬ஊڭ

臨床心理士・公認心理師による子育て相談（発達上の問題、言葉の遅れ、不登校、学校や園生活等）
▶開設時間内のみ直通の電話相談可（王寺アリーナ／☎31-4152） 住民課

（内線106）
1/7 ㈭ 9:30 ～ 12:00 王寺アリーナ１階 相談室

ফඅੜ׆૬ஊ
消費生活相談員による商品やサービスの契約に関するトラブル相談　▶開設時間内のみ電話相談可

住民課
（内線106）12/24 ㈭・

1/5 ㈫・7㈭ 10:00 ～ 15:00 役場１階 消費生活相談室

๏཯૬ஊ
奈良弁護士会の弁護士による無料の法律相談　▶１組30分／先着６組
▶12/23 ㈬から電話受付（土日祝・年末年始【12/29 ～ 1/3】除く 8:30 ～ 17:15） 住民課

（内線106）
1/6 ㈬ 13:00 ～ 16:00 役場１階 消費生活相談室

ঁੑͷ࠶ब৬
४උ૬ஊ૭ޱ

キャリアコンサルタントの資格を持つ女性相談員が、仕事の探し方や、
計画的な就職活動など、さまざまな課題に個別にアドバイス
▶子ども連れの相談可／キッズコーナーなし　▶1/20 ㈬の 17:00 までに電話で申込み

女性の
再就職準備
相談窓口
（☎0742-
24-1150）1/21 ㈭ 9:30 ～ 12:30 地域交流センター練習室（りーべる王寺東館5階）

֤छແྉ૬ஊ

Πϕϯτ
಺༰

೔ఔ ࣌間 ৔ॴ ର৅ऀ

͓はͳし
;Ε͋いλΠϜ

白鳳短期大学こども教育専攻の学生によるおたのしみ会
⾣ख༡ͼ『３匹の子ぶた』⾣͓はͳし『５匹の子ぶた』

12/26 ㈯ 14:00 ～ 14:30 図書館おはなし室 ２歳以上～小学校低学年向け

͖Β͖Β
͓はͳしձ

ボランティアグループ「青い実の会」の皆さんによるおはなし会
⾣ετʔϦʔςϦϯά『なぞなぞのすきな女の子』⾣େܕֆຊ『もったいないばあさん』
⾣ύωϧγΞλʔ『かさじぞう』

12/27 ㈰ 14:00 ～ 14:30 図書館おはなし室 ５歳以上向け

ਤॻؗΠϕϯτ ▶費用無料　▶申込不要　問図書館（☎73-3398）

火曜～金曜（月曜休館） 9:30～ 19:00第１・第３の土日 9:00 ～ 19:00上記以外の土日・祝日 9:00 ～ 17:00▶貸出・返却のみ利用可　▶以下の項目は当面不可➊新聞・新刊雑誌・地図・電話帳などの閲覧➋学習室の利用　➌閉架書庫の本の貸出・閲覧� ݄ 1� ೔ࡏݱͷ։ؗ࣌間
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ਤॻؗϦχϡʔΞϧࣄ޻ͷたΊɺ௕期ؗٳしま͢

期間ɿ1月12日㈫～3月2�日㈰〈予定〉ؗٳ⾣
ྩ࿨̏೥

※２月中旬頃に臨時開館を予定しています。

தͷຊͷฦ٫はɺ町಺ͷϒοΫϙετまでؗٳ

▶ઃஔ৔ॴʢ利用可能時間は、各施設の開館時間に準じます）
図書館（正面玄関右側）／ JR王寺駅北側／
JR畠田駅／いずみスクエア／文化福祉センター▶ିग़期間Ԇ௕：1月 5日㈫～ 1月 11日（月・祝）の

　期間に借りる本は、４週間貸し出します




